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事業名 確認
都市構造再編集中支援事業 ■

都市再生整備計画事業（社会資本整備総合交付金） □

都市再生整備計画事業（防災・安全交付金） □

まちなかウォーカブル推進事業 □



都市再生整備計画の目標及び計画期間 様式（１）-②

市町村名 地区名 面積 1083.8 ha

令和 7 年度　～ 令和 11 年度 令和 7 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
都市全体の再編方針（都市機能の拡散防止のための公的不動産の活用の考え方を含む、当該都市全体の都市構造の再編を図るための方針）　※都市構造再編集中支援事業の場合に記載すること。それ以外の場合は本欄を削除すること。

まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

都道府県名 千葉県 成田
な り た

市 成田市
な り た し

居住
きょじゅう

誘導
ゆうどう

地区（第
だい

2期
き

）

計画期間 交付期間 11

大目標：「成田らしさ」を生かした幅広い世代にとって魅力的で機能的なまちの実現
目標１：駅周辺の公共空間の整備や利活用により、にぎわいのある快適な市街地の形成を図る。
目標２：都市機能の充実や既存市街地の維持・機能向上により、新たな居住の促進と適切な居住誘導を図る。
目標３：道路や公園の整備により、安全で快適な住環境の形成を図る。

　本市は、成田山新勝寺からなる門前町を中心に発展し、成田国際空港の建設に伴い、新住宅市街地開発事業や土地区画整理事業を中心とした市街地整備事業とともに都市化が進展してきた。近年では、新住宅市街地開発事業により整備された成田ニュータウン
の人口が減少に転じる一方で、成田空港の更なる機能強化や国際医療福祉大学の開学、同附属病院の開院に伴う学術・医療集積拠点の形成により、更なる人口増加も期待されている。そのため、今後は地域の特性を活かしながら、新たな都市機能の充実を図り、
将来を見据えた持続可能なまちづくりの実現が求められている。
　こうしたことから、成田空港の更なる機能強化や国際医療福祉大学の開学、同附属病院の開院に伴う学術・医療集積拠点の形成などといった本市を取り巻く環境の変化を好機と捉え、若年層の更なる流入・定着を図るほか、地域特性に応じた都市機能を誘導し、地
域の日常生活利便性を高め、また、市街地における良好な居住環境の形成に向け、道路・公園等の整備を推進することで、市街地の人口密度の維持を図る。加えて、成田市地域公共交通計画により定められた、施策や取組を推し進め、住民の移動手段を確保しつ
つ、歩車道や駅前のバリアフリー化を推進することで、誰もが快適で移動しやすいまちづくりを推進する。

　成田市は、千葉県の北部の東京都心から約50kmに位置しており、面積約214k㎡、人口約133,000人の都市である。本市はかつては「観光と農業のまち」として、また、成田国際空港開港後は国際空港都市として発展を続けてきた。近年では空港機能の拡充や首都圏
中央連絡自動車道及び北千葉道路などの広域交通ネットワークの整備の促進により、成田国際空港を活用した地域振興施策の取組や、第3滑走路の整備をはじめとする、成田空港の更なる機能強化の具体化に向けた取組みが進められている。
　2016（平成28）年3月に策定した本市の最上位計画である成田市総合計画「NARITAみらいプラン」は、2024（令和6）年3月に第3期計画を策定した。2017（平成29）年3月には都市計画の側面から都市の将来のあるべき姿を定める「成田市都市計画マスタープラン」を
策定した。また、2018（平成30）年3月には都市計画マスタープランで位置づけた将来都市像や将来都市構造を共有し、それらの具体化を図るための計画である「成田市立地適正化計画」を策定した。なお、「成田市都市計画マスタープラン」は2023（令和5）年2月、「成
田市立地適正化計画」は2023（令和5）年3月に中間見直しを行った。これらの計画に基づき、本市の将来都市像「住んでよし、働いてよし、訪れてよしの生涯を完結できる空の港まち　なりた」の実現に向けた、持続可能なまちづくりを推進している。

・進展する人口減少・高齢化に対応するため、若者や子育て世代の流入、定住を促進するための取組みを進めていくことが必要である。
・空港機能強化や企業の進出に伴う従業員等の増加を見越した居住環境の整備が必要である。

■成田市総合計画「NARITAみらいプラン」において、土地利用の基本方向を以下のように定めている。
・少子高齢化の進展により、都市機能の効率化が求められていることから、中心市街地など拠点となる地域では、公共施設、商業施設、医療施設などの都市機能の充実を図り、それら地域への居住を促進します。
・集約的なまちづくりを進めるとともに、それぞれの地域で核となる拠点施設を生かし、地域特性に応じた土地利用を進めます。なお、各地域で不足する公共公益施設などは、各地域を結ぶ公共交通ネットワークの充実及び活用により、互いの地域が補完し合う相互補
完型のまちづくりを推進します。
■成田市都市計画マスタープランにおいて、まちづくりの目標を以下のように定めている。
・市の顔となる中心市街地や商業・公共サービス機能が整っている利便性の高い地域を拠点として位置づけ、拠点地域に商業施設や公共施設などの都市機能の充実を図るとともに、それらの地域へ居住を誘導し、集約的なまちづくりを目指す。
・中心市街地の更なる活性化を図るとともに、地域資源を生かした、魅力あふれるまちを目指す。
・道路・公園などのインフラの充実や、都市にうるおいを与える緑地や豊かな自然環境の保全により、誰もが快適に暮らせるまちを目指す。
・成田空港周辺や圏央道、北千葉道路等の広域交通ネットワークの整備による地域のポテンシャルを生かすため、国家戦略特区を活用した新たな産業や医療拠点の形成を図りつつ、適正な住環境の整備を進め、空港と共に成長するまちを目指す。
■成田市立地適正化計画において、都市づくりの方向性を以下のように定めている。
・「成田らしい」魅力の向上に向け、複合交通・地域交流・観光交流機能等を有した高次都市機能の誘導により、交流人口の増加やにぎわいの創出につなげる。
・地域特性に応じた都市機能を誘導し、効率的・効果的なまちづくりを進めることで日常生活利便性を高め、市街地の人口密度の維持を図る。
・市街地の充実した公共交通網の維持を図ることで歩いて暮らせるまちづくりを推進する。
・面整備がなされた良好な住宅地への積極的な居住誘導等によりストック効果の最大化を図る。



都市構造再編集中支援事業の計画　※都市構造再編集中支援事業の場合に記載すること。それ以外の場合は本欄を削除すること。
都市機能配置の考え方

都市再生整備計画の目標を達成するうえで必要な誘導施設の考え方　※誘導施設を整備する場合に記載すること。それ以外の場合は本欄を削除すること。

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人 R6年度 R11年度

％ R6年度 R11年度

％ R6年度 R11年度

　本市の市街地は、成田駅を中心とした中心市街地と成田ニュータウン地区や公津の杜地区などの市街地整備事業により計画的に整備された地域によって構成されており、市域の約10％ほどの人口集中地区に約58％の人口が集中している。
　中心市街地は、JR線と京成本線が接続する成田駅周辺地区を中心的な拠点として、市街地再開発事業等により、駅やバスターミナルといった公共交通の結節機能の強化や、駅前地区の高度利用を促進するとともに、本市の歴史的資源であり、観光拠点である成田
山新勝寺周辺の参道地区を含め、観光交流機能や新たな都市機能の充実を図る。
　成田ニュータウン地区や公津の杜地区などにおいても、新たな都市機能の充実を図り、若年層の定住化を推進することで、持続可能な地域社会の構築を目指す。
　郊外部では、成田国際空港を中心とした産業拠点の形成が図られ、鉄道駅周辺や一部幹線道路沿道に生活拠点が形成されている。今後は圏央道や北千葉道路の整備により、更なる空港立地を活用した土地利用の活性化が見込まれることから、広域的かつ空港
機能を活用した拠点機能については、引き続き空港周辺地域への配置を行う。

　JR成田駅西口の駅前に所在する市有地の有効活用及び市民の利便性向上を図るため、官民連携による土地の高度利用を推進し、にぎわいの創出や都市機能の充実など駅前にふさわしい施設を整備するとともに、鉄道駅周辺のバリアフリー化を推進する。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

市民満足度

居住誘導区域及び都市再生整備計画事業に関連する以
下5項目の満足度の平均値（アンケート）
・居住誘導区域が住みやすいと感じる
・居住誘導区域に住み続けたい（住みたい）と感じる
・公園や緑地などの憩いの空間が整備されている
・自転車にて快適かつ安全に走行することができる
・成田駅西口（ニュータウン側）は賑わい・活気がある。

快適な住環境の形成及び、道路・公園等の都市施設の整備によ
り、居住誘導区域の印象及び各都市施設に対する満足度が上昇
していることを確認する。

39.2% 40.0%

計画区域内の人口 計画区域内の人口（住民基本台帳法による調査）
駅周辺の整備、高次都市機能の集積、市街地の都市機能の維
持・誘導などによる良好な居住環境の実現により、新たな人口定
着を図る。

66,260人 66,880人

京成公津の杜駅前広場満足度

京成公津の杜駅前広場における以下2項目の満足度の平
均値（アンケート）
・歩きやすい及び心地よいと感じる
・駅前はにぎわい・活気があると感じる

駅周辺の高質空間形成により、誰もが心地よいと感じる空間形成
を図ることにより、満足度が上昇していることを確認する。

56.8% 60.0%



都市再生整備計画の整備方針等 様式（１）-③

計画区域の整備方針

その他
【立地適正化計画における都市づくりの方針】
○都市づくりの目標
利便性の高い市街地とゆとりのある郊外地域が共存し、多様な居住スタイルを選択できる「生涯を完結できるまち」を実現
・多様な都市機能を身近な範囲で利用できる、誰にとっても暮らしやすい市街地の形成
・日常生活に必要な機能が集積した拠点に容易にアクセス可能な相互補完型の都市の形成

○都市づくりの方向性
①魅力的な拠点形成に向けた高次都市機能の誘導
・「成田らしい」魅力の向上に向け、複合交通・地域交流・観光交流機能等を有した高次都市機能の誘導により、交流人口の増加やにぎわいの創出につなげます。
②市街地における都市機能の充実と居住の誘導
・地域特性に応じた都市機能を誘導し、効率的・効果的なまちづくりを進めることで日常生活利便性を高め、市街地の人口密度の維持を図ります。
③生活利便性を確保する公共交通網の維持・確保
・市街地の充実した公共交通網の維持を図ることで歩いて暮らせるまちづくりを推進します。
④都市基盤の有効活用と選択的投資の推進
・面整備がなされた良好な住宅地への積極的な居住誘導等によりストック効果の最大化を図ります。

【立地適正化計画における都市づくりの方針の実現に向けた誘導施策】
○歩行空間整備とバリアフリー化の推進
・市街地における良好な居住環境の整備に向け、都市再生整備計画の活用等により、成田駅等の主要駅周辺での歩行者・自転車通行帯の整備を推進するとともに、道路整備に伴う電線類の地中化や道路・公園等のバリアフリー化を推進します。

方針に合致する主要な事業

【駅周辺の公共空間の整備や利活用により、にぎわいのある快適な市街地の形成を図る】
・表参道の歩道及び景観を整備し、安全に回遊できる歩行空間や門前の町並みにふさわしい良好な景観を保全・創出する。
・JR成田駅西口の市有地の有効活用及び駅周辺の利便性向上を図るため、駅前にふさわしい都市機能の充実により、にぎわい創出及び駅周辺のバリア
フリー化を推進する。
・京成公津の杜駅前広場の歩行空間を人々が集い利用しやすい場所へ再整備し、にぎわいや魅力の向上による地域の活性化を図る。

【基幹事業】
道路事業：歩道整備事業（並木町土屋線）
地域生活基盤施設：自転車駐車場整備事業（JR成田駅西口）
高質空間形成施設：駅前広場整備事業（京成公津の杜駅）
【提案事業】
地域創造支援事業：ファサード整備補助事業（並木町土屋線）
【関連事業】
市有地活用推進事業（JR成田駅西口）

【都市機能の充実や既存市街地の維持・機能向上により、新たな居住の促進と適切な居住誘導を図る】
・歩道及び車道における自転車通行帯の整備により、安全・安心な通行空間の整備を推進する。
・安全基準に適合した新たな遊具等の設置を行うことで、誰もが安全・安心に利用できる公園施設の充実を図る。
・JR成田駅西口の市有地の有効活用及び駅周辺の利便性向上を図るため、駅前にふさわしい都市機能の充実により、にぎわい創出及び駅周辺のバリア
フリー化を推進する。
・京成公津の杜駅前広場の歩行空間を人々が集い利用しやすい場所へ再整備し、にぎわいや魅力の向上による地域の活性化を図る。
・立地適正化計画について、現行計画における目標の達成度や社会情勢を踏まえ、次期計画を策定し適切な居住誘導を図る。

【基幹事業】
道路事業：自転車通行帯整備事業（市道3路線）
公園事業：公園整備事業（地区公園、近隣公園、街区公園）
地域生活基盤施設：自転車駐車場整備事業（JR成田駅西口）
高質空間形成施設：駅前広場整備事業（京成公津の杜駅）
【提案事業】
地域創造支援事業：立地適正化計画策定業務
【関連事業】
市有地活用推進事業（JR成田駅西口）

【道路や公園の整備により、安全で快適な住環境の形成を図る】
・歩道及び車道における自転車通行帯の整備により、安全・安心な通行空間の整備を推進する。
・安全基準に適合した新たな遊具等の設置を行うことで、誰もが安全・安心に利用できる公園施設の充実を図る。

【基幹事業】
道路事業：自転車通行帯整備事業（市道3路線）
公園事業：公園整備事業（地区公園、近隣公園、街区公園）



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（都市構造再編集中支援事業） 様式（１）-④-１

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路 公津の杜１号線 成田市 直 L=1,590m 8 8 8 8 7.6 7.6 7.6 7.6

成田市 直 L=2,000m 9 9 9 9 23.4 23.4 23.4 23.4

郷部線 成田市 直 L=1,470m 10 10 10 10 17.2 17.2 17.2 17.2

並木町土屋線 成田市 直 L=20m 7 8 7 8 139.1 139.1 139.1 139.1

公園 近隣公園（加良部台近隣公園） 成田市 直 A=44,292㎡ 7 7 7 7 11.8 10.4 10.4 10.4

街区公園（西向野第三街区公園） 成田市 直 A=263㎡ 7 7 7 7 6.4 6.4 6.4 6.4

街区公園（西向野第二街区公園） 成田市 直 A=240㎡ 7 7 7 7 4.1 3.6 3.6 3.6

近隣公園（栗山近隣公園） 成田市 直 A=15,660㎡ 8 8 8 8 20.2 19.3 19.3 19.3

街区公園（東向野第二街区公園） 成田市 直 A=125㎡ 8 8 8 8 6.9 6.0 6.0 6.0

街区公園（東向野第三街区公園） 成田市 直 A=177㎡ 8 8 8 8 4.8 4.5 4.5 4.5

街区公園（町山街区公園） 成田市 直 A=2,445㎡ 8 8 8 8 1.5 1.5 1.5 1.5

近隣公園（（仮称）不動ケ岡近隣公園） 成田市 直 A=33,485㎡ 8 11 9 11 155.5 148.4 148.4 148.4

地区公園（外小代地区公園） 成田市 直 A=46,936㎡ 9 9 9 9 31.6 31.0 31.0 31.0

近隣公園（戸崎近隣公園） 成田市 直 A=19,656㎡ 10 10 10 10 17.9 17.9 17.9 17.9

近隣公園（浅間近隣公園） 成田市 直 A=11,622㎡ 10 10 10 10 11.2 10.5 10.5 10.5

街区公園（南向野第二街区公園） 成田市 直 A=342㎡ 10 10 10 10 6.3 5.9 5.9 5.9

街区公園（押畑街区公園） 成田市 直 A=2,599㎡ 10 10 10 10 4.6 4.1 4.1 4.1

近隣公園（橋賀台近隣公園） 成田市 直 A=52,571㎡ 11 11 11 11 25.7 25.7 25.7 25.7

近隣公園（神宮寺近隣公園） 成田市 直 A=19,929㎡ 11 11 11 11 1.4 1.1 1.1 1.1

街区公園（かみだい街区公園） 成田市 直 A=1,040㎡ 11 11 11 11 3.0 2.6 2.6 2.6

成田市 直 A=40,507㎡ 11 11 11 11 15.4 15.4 15.4 15.4

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 成田市 直

新設延床面積
A＝2,891㎡
改修延床面積
A=1,863㎡

6 11 8 11 1,896.4 1,229.9 1,229.9 1,229.9

高質空間形成施設 成田市 直

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ
A=7,049㎡
テーブル25基
ベンチ50基

7 11 7 11 201.8 201.8 201.8 201.8

高次都市施設地域交流センター

観光交流センター

テレワーク拠点施設

子育て世代活動支援センター

複合交通センター

誘導施設 医療施設

社会福祉施設

教育文化施設

子育て支援施設

元地の管理の適正化

基幹的誘導施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

街なみ環境整備事業

交付対象事業費 1,955.6 交付限度額 966.9 国費率 0.494

（参考）事業期間 交付期間内事業期間
細項目

自転車駐車場（JR成田駅西口）

京成公津の杜駅前広場

加良部飯仲線

近隣公園（引地近隣公園）

住宅市街地総合整備事業

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模



住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

復興促進事業

エリア価値向上整備事業

合計 2,613.8 1,933.3 1,933.3 0.0 1,933.3 …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

成田市 直 1件 8 8 8 8 1.0 1.0 1.0 1.0

成田市 直 A=213.84k㎡ 8 9 8 9 21.3 21.3 21.3 21.3

合計 22.3 22.3 22.3 0.0 22.3 …B

居住誘導促進事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

合計 0 0 0 0 0 …C
合計(A+B+C) 1,955.6

（参考）都市構造再編集中支援関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

合計 0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

民間 成田市 6,200㎡ ○ 2 11

合計 0

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

ファサード整備補助事業 並木町土屋線

立地適正化計画策定事業 成田市全域

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

（いずれかに○） 事業期間

（いずれかに○） 事業期間

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

地域創造
支援事業

事業活用
調査

まちづくり活
動推進事業

事業 事業箇所名 事業主体 直／間

全体事業費

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模 全体事業費

JR成田駅西口市有地活用推進事業 成田市馬橋



都市再生整備計画の区域 様式（１）-⑥

成田市居住誘導地区（第2期）（千葉県成田市） 面積 1083.8 ha 区域

公津の杜１丁目、はなのき台２丁目、玉造２丁目、美郷台３丁目、玉造３丁目、玉造４丁目、玉造７丁目、中台１丁目、吾妻２
丁目、本町、中台５丁目、上町、中台３丁目、新町、赤坂１丁目、囲護台３丁目、中台３丁目、赤坂３丁目、馬橋、加良部１丁
目、加良部３丁目、赤坂２丁目、囲護台２丁目、囲護台１丁目、加良部２丁目、加良部４丁目、加良部６丁目、橋賀台３丁目、
加良部５丁目、公津の杜２丁目、公津の杜４丁目

東和田、台方、押畑、畑ケ田、八代、並木町、船形、宗吾２丁目、松崎、山口、成田、大袋、米野、不動ヶ岡、土屋、南平台、田
町、飯仲、江弁須、幸町、郷部、公津の杜６丁目、公津の杜５丁目、仲町、公津の杜３丁目、囲護台、公津の杜５丁目、吾妻１
丁目、中台４丁目、東町、玉造５丁目、中台２丁目、はなのき台３丁目、玉造１丁目、飯田町、橋賀台１丁目、はなのき台１丁
目、吾妻３丁目、玉造６丁目、橋賀台２丁目、美郷台１丁目、中台６丁目、美郷台２丁目、花崎町の一部の区域
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（1083.8ha）

JR成田駅
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0 200 1,00 2,000

凡 例

計 画 区 域

都市機能誘導区域

居住誘導区域

成田湯川駅

京成公津の杜駅

京成成田駅



居住誘導区域の人口 （人） 66,260人 (R6年度) → 66,880人 (R11年度)

市民満足度 （％） 39.2 （R6年度） → 40.0 （R11年度）

京成公津の杜駅前広場満足度 （％） 56.8 (R6年度) → 60.0 (R11年度)

　成田市居住誘導地区（第2期）（千葉県成田市）　整備方針概要図（都市構造再編集中支援事業）

目標

大目標：「成田らしさ」を生かした幅広い世代にとって魅力的で機能的なまち
の実現
目標１：駅周辺の公共空間の整備や利活用により、にぎわいのある快適な
市街地の形成を図る。
目標２：都市機能の充実や既存市街地の維持・機能向上により、新たな居
住の促進と適切な居住誘導を図る。
目標３：道路や公園の整備により、安全で快適な住環境の形成を図る。

代表的な

指標

様式（１）-⑦-１

凡 例

計 画 区 域

道 路 事 業

公園事業(地区公園)

公園事業(近隣公園)

公園事業(街区公園)

○関連事業
・JR成田駅西口市有地活用推進事業

0 200 1,000 2,000

都市機能誘導区域

居 住 誘 導 区 域

N

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

■基幹事業
道路事業（自転車通行帯整備事業）
公津の杜１号線

■基幹事業
公園事業 近隣公園（戸崎近隣公園）

■基幹事業
公園事業 近隣公園（引地近隣公園）

■基幹事業
道路事業（自転車通行帯整備事業）加良部飯仲線

■基幹事業
道路事業 並木町土屋線歩道整備事業

□提案事業
地域創造支援事業 ファサード整備補助事業

■基幹事業
道路事業（自転車通行帯整備事業） 郷部線

■基幹事業
地域生活基盤施設 自転車駐車場（ＪＲ成田駅西口）

JR成田駅

■基幹事業
公園事業 近隣公園（浅間近隣公園）

■基幹事業
公園事業 街区公園（町山街区公園）

成田湯川駅

■基幹事業
公園事業 地区公園（外小代地区公園）

京成公津の杜駅

■基幹事業
公園事業 街区公園（西向野第三街区公園）

■基幹事業
公園事業 街区公園（西向野第二街区公園）

■基幹事業
公園事業 街区公園（東向野第二街区公園）

■基幹事業
公園事業 街区公園（東向野第三街区公園）

■基幹事業
公園事業 近隣公園（栗山近隣公園）

■基幹事業
公園事業 街区公園（かみだい街区公園）

■基幹事業
公園事業 街区公園（押畑街区公園）

成田市役所

国道５１号

北千葉道路

■基幹事業
公園事業 近隣公園（橋賀台近隣公園）

■基幹事業
公園事業 近隣公園（加良部台近隣公園） 京成成田駅

■基幹事業
高質空間形成施設（駅前広場整備）
京成公津の杜駅

■基幹事業
公園事業 近隣公園（神宮寺近隣公園）

高質空間形成施設

■基幹事業
公園事業 街区公園（南向野第二街区公園）

■基幹事業
公園事業 近隣公園（（仮称）不動ケ岡近隣公園）

□提案事業
地域創造支援事業 立地適正化計画策定事業
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